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2022年2月3月 号

NPO法人 いわて森林再生研究会

おらたちは森林の環境を守り、未来 の資源づくり につとめ ます

ホ ー ム ペ ー ジ ： http://i-sinrinsaisei.org/ ブ ロ グ ： http://iwatesinrinsaisei.sblo.jp

※ 講師派遣のスケジュールは5pを見てください。

当会の研修場に集積した間伐材は大小混在した材ですが薪や炭などに加工して資源として活用しています。

【木炭大国】
２０２２年１月２７日の岩手日報 「全国イチバン」

のタイトルで<木炭生産量>の記事を見ました。

昭和４０年代に山仕事の職を得て岩手に住むことに

なった頃を思いました。間借りした家主のおじいさんは

じめ多くの人から、以前炭焼きを夫婦で生業にしていた

と聞かされ、木炭検査所あり、山に入ればここが炭を焼

いた炭窯跡だとも教えられました。
学校の実習で、立木を倒し炭材を作り、窯出(鼻が炭化

粧)し炭俵２俵を荒縄で担ぎ、山道を里まで下したのが思
い出されました。
岩手県は、大正時代に木炭生産量日本一に、今日も生

産量３,４２０トン[２０１１～２０平均]で全国イチバン、
品質も炭素割合が平均９０％の良質炭と職人技、用途も
燃料用から多用途に利用される。

しかし、１９３５年４５,０００人の従事者が、２０２

０年には２６５人と減少。高齢化と担い手不足が進む。
いわて森林再生研究会は、荒廃している森林の再生を

目的に、ボランティア活動による間伐を実施、間伐材の
資源活用として炭焼きを実施してきました。
他にも薪づくり、製材、キノコ栽培、漁業養殖筏資材

など資源活用に取り組んできています。

これからも、先人が育てた森林を整備し次代に引き継

ぐこと、間伐材など資源を有効に活用する工夫を皆で考

えたいものです。

[２０１０年８月２１日 子供会山仕事教室
炭出し体験の一コマ]当研究会炭窯にて
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＜ ２・３月のスケジュール ＞

１２月 の活動から

□12月11日に木工作品作りの活動を行いました。

「間伐材の資源化プロジェクト」

「 薪づくり /  木工教室 / きのこ栽培 です」 一般の方々も誘って積極的に参加ください。

板材から木取りした部材を組み合わせて木枠の製作を行いました。
部材の寸法と直角は慎重にカットして接着しています。今回の出来具合で最終形の見栄えが決まるので
参加者はいつになく丁寧な作業をして無事終了しました。

木工製品の希望を募集しています

木工教室で製材や木工具をマスターした会員が製作を有償で請け負います。

簡単なベンチ、棚板など希望のある方はご連絡ください。 連絡先 090(4553)6903 岩崎

■ 木工教室
と き ２月２６日(土) ３月１９日(土)
集 合 ギダジ研修場 9:00～15:00

内 容 製材した板材から木製道具箱を
作ります。

事前に、講師の柴田さんから大
工ノミの仕立て方をレクチャー
いただき木工の奥深さを実感し
ました。

□12月18日 ギダジ研修場の機材整備と整理をしました。

機材の整備と資材の整理で今年の活動を終了し新年への安全作業の準備をしました。
会員の柴田さんからは門松製作品の提示があり、来年の製作希望者が手を挙げていました。

薪切り台 ガーデンイス
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  「森のチェーンソー講座」‥‥県民参加の森林づくり事業 (森林税事業)

12月の活動から □ 12/5(日)[講座」 広葉樹の伐木･･･八幡平温泉郷
受講者13人､スタッフ11人

■ 「講座」開講日‥‥

◎ と き 3月 5日(土)・27日(日)
9:00～15:00

集 合 ギダジ研修場

内 容 講座一年間のまとめ
・スギ林の徐･間伐

＜ 2月のスケジュール ＞

＜ 3月のスケジュール ＞

1月の活動から
□ 1/22(土) 「オープン講座」・・・盛岡タカヤアリーナ

参加者36人(会員含む)

👉 返却のお願い
～ヘルメット･道具･チャプス～

借りている方へ
・ヘルメット
・二丁差し(鉈・ノコギリ）
・防護服(チャプス）

３月の開講日に持参してください。
※開講日に参加できない方は、事務局
に相談してください。
事務局連絡先
090-6624-8290（佐藤）

□ 12/11(土)「講座」チェン－ソ－の目立て･･･中野地区活動センター
受講者24人､スタッフ11人

ヤスリの握り
方・持ち方は…

■ 「講座」開講日‥‥

◎ と き 2月 20日(日)
9:00～15:00

ところ 盛岡市遺跡の学び館 研修室
盛岡市本宮字荒屋13-1

内 容 一部 講演
「新しい森づくりにチャレンジ」

講師 近藤 修三 さん
(元盛岡農高 教諭)

二部 座学
「広葉樹はおもしろい」
「Ｑ＆Ａで知る 木のひみつ」

👉 講習会開催の案内

～「伐木等業務従事者特別教育」～

「森のチェーンソー講座」とは別の
講習になります。
開催日･申込み等、詳しくは６ペー

ジを見てください。

ドイツの森づくりと日本の森づくりの違いについてドイツ
での現地体験に基づいた多様な話しが印象的でした。

新春セミナー
山本信次先生の講演
(岩手大学農学部教授)

腕とヤスリが
一直線になる
ように‼



　　　　・正式事業名・・・森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業 (R元～３年計画の３年目）

R３年事業終了時点

H３２年事業着手前の状況

３年間活動日数　　 ４９日 R3年活動日数　　１７日

３年間参加人数　501.5人 R3年参加人数　１７８人

１２/１５→地域協議会（３人）と盛岡市林政課（２人）の現地調査

１２/８　集材　　 　　　　１２/８　丸太出荷 １２/１５　現地検査

日本の気候と植生 温量指数・・・

＊亜熱帯ー亜熱帯多雨林
　　年平均気温１８℃以上、温量指数１８０～２４０℃。奄美大島
　　以南の琉球列島と小笠原諸島。イタジイ・タブノキ・イスノキな
　　どが混生する照葉樹林、河口湿地帯ではマングローブ林も。

＊暖温帯ー照葉樹林（常緑広葉樹林）
　　年平均気温13～21℃、温量指数８５～１８０℃。いわき市・
　　糸魚川市以南屋久島まで分布。樹林帯下部にズダジイ・アラ
　　カシ・タブノキ、上部にウラジロカシ・アカガシなどがある。

＊令温帯ー夏緑樹林（落葉広葉樹林）
　　年平均気温6～13℃、温量指数45（55）～85℃。北海道南西
　　部以南・東北・中部地方内陸部に分布。（ブナは鹿児島県の
　　高隈山を南限にする）。ブナ・ミズナラを代表に、カエデ類・トチ
　　ノキ・サワグルミ・カツラなどが林をつくる。

＊亜寒帯ー針広混交林・常緑針葉樹林
　　年平均気温6℃以下、温量指数15～45℃。北海道の山地は

ミズナラ・シナノキ・ハルニレ・ウダイカンバ・ハリギ
リなど夏緑樹林と針葉樹林との混交林となる。
針葉樹林（エゾマツ・トドマツ・アカエゾマツなど）は、
北海道の東部に限られる。

＊垂直分布
　　亜高山帯＝落葉広葉樹林上部のシラビソ・オオ

　 シラビソ・トウヒ・コメツガなどの林。
    高山帯＝森林限界より上方、ハイマツなどの低

　　　　　　　木林やコマクサなど高山草原（お花畑）
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里山整備対策事業・・・・・林野庁の交付金事業

  ２月のスケジュール・・・・・　なし

１２ / 　１月の活動から

□　地域環境保全・・・　１２/　８⇒集材　　　　　　　　　　　　　　     参加 １２人

 　３月のスケジュール・・・・・　なし

１年間の内月平均気温が５℃以上の月の月平
均気温から６℃引いた値の合計値（積算値）



主　催　団　体　名 　　月　　日 事　業　名

2月13日（日）  第10期　山仕事入門講座

3月13日（日）  第10期　山仕事入門講座

2月13日（日） 山仕事初級教室

2月27日（日） 山仕事初級教室
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講師派遣事業　(安全技術普及活動)

全11回（5月～翌 3月） NPO法人遠野エコネット

NPO法人紫波みらい研究所

＜２/３月 の スケジュール＞

□ 12/4、19（日）紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」

テーマ・・・・広葉樹の伐倒、枝払いと玉切り、 派遣‥鎌田、後藤、岩崎

□ 1/16、30（日）紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」

テーマ・・・・広葉樹の伐倒、新春座学「森林整備の現状 講師 菅原和博氏」派遣‥鎌田、後藤、岩崎

トビ・サルカン・

トング・・・

手道具を有効活用

足場をしっかり確保

滑らないように！

＜12 / 1月の活動から ＞

□ 12 / 19(日) 遠野エコネット・・・１０年目の「山仕事入門講座」

テーマ ・・・安全講習、森林づくり（座学）受講生 14名 派遣・・斉藤文男・櫻井栄次郎・矢神光政 3人

□ 1 / 16(日) 遠野エコネット・・・１０年目の「山仕事入門講座」

テーマ ・・・間伐、集材の実習 受講生 ８名 派遣・・桜井栄次郎・二宮伸二・矢神光政 3人

12/19 雪の中の集材 1/16 安全講習 1/16 危険予知訓（KYT）
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☞講座終了の方へ

４月以降のご案内

研究会へ入会のお奨め

今年度、基本的なチェンソーの技術を身に付けた皆さまには、その技術を生かす

ことが期待されます。

当団体は「講座」以外に間伐などの森林の手入れ、薪づくり、炭焼き、製材・木工

づくり、キノコづくりなどもしています。

正会員になりますと「講座」を除き、すべてのイベントに参加できます。

☞来年度の講座受講者の募集

昨年末に近隣自治体の広報担当者を訪

問して広報への記載を依頼しました。

また、岩手日報に二月初旬の記載予約を

しました。

友人、知人など興味のある方がおりまし

たならばご紹介ください。

申込の資料をお送りします。

各活動分野のスケジュール・前月までの活動

は下記のページをご確認ください。

●「間伐材利活用」 ２ページ

●「森のチェンソー講座」 ３ページ

●「里山事業」 ４ページ

●「派遣事業」 ５ページ

●「研究会」 ６ページ

●「やる気のページ」 ７ページ

開催日

時　間

場　所

講　師

受講資格

受講料

申込期限

申込先

７,０００円

  ２０２２年３月２０日(日)

  当日は、実技もあります、講座と同様の服装で受講準備願います。

電話及びファックス;電話番号０１９-６９７-３９６５(共通)留守電可　担当　鎌田

到 矢幅駅

⇒到 花巻

伐木等の業務従事者特別教育講習会の案内

会場案内図

到 盛岡⇐

到 徳田橋

また、３月講座の受講により５日以上が見込まれる者は可とします。

講習教材の準備のため２月２１日(月)

本特別教育は、労働者としてチェンソーを使用するために義務づけられています。

小山石　孝　氏

「徳田神社・参集殿」他(矢巾町)

９時から１７時

「森のチェンソー講座」出席が５日以上の者

徳

田

神

社
参集殿

徳 田

小学校

信号機

徳田神社前

４号線



　やる気のページ
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■ 施業プランナー 今月の話

なぜ倒した木の根元は伐根の後方に飛び出さないのか？
前方の目標に向かって伐倒してみるとツルが切れた後には伐根の前方に落ちています。なぜ
切った根元は伐根の後ろに飛び出さないのでしょう？
木の動きについて力学的な考察をしてみました。（受け口と追い口の段差は別の機会に）

枯木など木の状態によって倒れる途中でツルが切れてしまうことがありますが、「木の重さ
で伐根上に乗ったまま倒れるはず」と思っても実際は伐根から離れるように倒れていくことを
経験した方は多いと思います。（周囲の枝がらみなどここでは無視）

ツルが切れた後に根元が伐根から離れた例。

伐根から離れている

ツルが繋がっ

ていればこちら

に倒れる

ツルが切れればこち

らに倒れる

伐倒木はツルを中心に円運動で倒れますが、途中でツルが切
れれば慣性力と重力だけが働くと考えられます。
伐根に引き付けるツルが無くなれば慣性力によって木は伐根
から前方に離れるように倒れるという理屈です。

この動きはテーブル上で箸を倒してみれば確認できます。

この件に関してのご意見は事務局までお寄せください。


